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アメリカの方言に於ける母音の音韻論的研完

林 泰 秀

アメリカの方言による言語の相異は、イギリスのそれに比べると少なし、。アメリカ人数人

に、ある方言の発音を聞かせると、 「それはニューイングランドで、聞かれる O それは南部の

発音だ。それはプルックリンで話しているよりと云う。彼らは自分達の方言とは違う方言

がアメリカに存在していないのを知っていると同時に、その発音された語、文の意味を把握

するに苦労しない。そしてそれがどこの方言であるか分る者も多いのである O 日本では青森

の人と鹿児島の人では、話が通じない、と話してやると、驚き、私に方言を話してくれと逆

にたずねる O

アメリカ方言で、統治上の境界で相異を生じる傾向は、若い国である為ほとんどないと云

っても良い程であるが、移住民によっての相異は良く見られる O 例えば、ペンシルパニア西

部には、本来アイルランド東部の ScotsPres byterian州からの移民が多い為、 UlsterScots 

(アルスター・スコットランド方言)の特徴が見られる。とは云っても、アメリカ方言がす

べてイギリスの方言と同じではなし、。新しい移住民は自分達の古いものとは異なる言語を作

り出すからである。

地図の上に言語相異のはっきりした境界線を引くことは不可能であるが、 Thomas(1958)、

Leutenegger (1963)に従って、大まかに次のページに挙げる10地方に分ける O

二重母音化

英語の二重母音を緊張母音と考えると、(1 )の緊張母音が規則(2)により二重母音化した

と考えられる O

(1) u 

{' 0 

記 a

(2) ゅ→[:料/[中]-
もし無標の緊張母音 (unmarkedtense vowel)が二重母音であるかなし、かで、緊張母音か弛

緩母音かを区別すると考えると、次の(3)の規則が成り立つO

(3) rα?ack 1 . r" . "1 / rαbackl I u tynse I→[s tenseJ/-ls \ra~~J 
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Atlantic; D: 

G : Central 

A : Eastern New England; B : New York City; C: Middle 

Southern; E: Western pennsylvania; F: Southern Mountain; 

Midland; H : Northwest; 1 : Southwest; J : North Central. 

どちらの規則でも良いようであるが、

[br9d]と発音し、

/1/を弛緩母音にするということになるO従って規則(3)は妥当な規則とは云えなし、。緊張

アメリカの方言をみる時、 (3)の規則では bidを

bt'tを [blt]と発音する地方では、 bidの /1/を緊張母音とし、 bitの

で云うのと、緊張母音であるのとは、同じことではない。

規則(2)は現在の英語を見ての規則である。ここで緊張母音の次に高母音を挿入するとい

う意味は、 apple， orange が[配Ip~l] ， [ovnnJJ とならない為であり、基底表示では緊張母

音と弛緩母音を分けている。便宜上緊張母音の上に線を引き、/語/とし、弛緩母音 /a/と

区別するO 一方、 Chomsky・Halle(1968)は歴史的見地から Diphthongization，Vowel Shift 

の規則を提案している O 参照されたしO

( 1 )に挙げた6つの緊張母音以外の母音はほとんどの地方で弛緩母音として扱われるが、

New Yorkと Southでは緊張母音/宝/がある O 規則(2)により /o/は /oijとはならな

いし、 noisy，pointを [nozl..........nozl]，[pont..........p~nt] と単母音に発音する地方も知られていな

い。基底表示を /δijとし、 /i/の前で弛緩母音化する説には妥当性がないので、基底表示

を /oijとし、 /ou/と区別する方が良いo[OIJという発音はあるが [OIJ という発音は聞

かれないのである。
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規則(2)の適用しない地方として特に顕著な例は、 North CentralとSouthCarolinaの

海岸地方に見られ、単母音として、 [1]， [u] (South Carolinaでは[辻])， [e]， [0]と発音

されているが、低母音は二重母音化され、これらの地方は、規則(2)が適用されるのは非底

母音の場合である。

高母音/i/， /ロ/が単母音で発音されるのは、 EasternNew England， New York， North 

Centralに多く、 Northwest， Southern Coastalでは二重母音と単母音の両方が聞かれるO

Middle Atlanticと WesternPennsylvaniaの一部では、 /δ/と/ロ/が単母音になり、

South (Charleston地方)、 North Centralでは /e/が単母音になっている。

/言/を緊張母音と見なし、規則(2)により /3i/となるのは、特に NewYorkと South

に見られるo Kurath (1964， 1972)によると、歴史的には /3/は中世英語の ir，ur， erの連

続音である /Ar/から派生されたものであるが、 [Ar]は今ではアメリカでは聞かれなし、。イ

ギリスには [Ar]と [3]が異音として存在しているのである。

South Carolina海岸地方には、高、中緊張母音に schwa/~/を挿入する規則がある O

(4)411学a1]/[苓e]一山nantal]
規則(4)により、 gris-培ri"s‘greese'，pik→pi"k‘peak'， fud→fu"d‘food'， kem→ke"m 

‘came'， bot→bo"t‘boat'となるが、 joinは弛緩母音の為、 Oo"nJとはならないし、 /df>/

‘day'は次に子音が来ていない為、 [deつとはならなし、。文、この地方では [ha"s] 'house'， 

[sa "0]‘South'とならない為、低母音には適用きれなし、。

Kurath (1964)は schwa挿入のことに関し、 bid， bed， bud， goodが [bl"d]，[be"d]， 

[bA "d]， [gv"dJと発音されるのは Southでは一般的であり、 Northや North Midlandで

もgive，bed， love， good等を特に緊張で云う場合は、 [gl"V]，[be"d]， [lA "v]， [gv"d]と発

音することがあると述べている O 規則 (4)がこれらの地方にも適用されるのであれば、

schwa挿入規則は大ざっぱに規則(5 )と書けるであろう O
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しかしながら、緊張母音の次に schwaを挿入するのと、弛緩母音の次に schwaを挿入す

るのとでは、性格が異なるのである。弛緩母音の次に schwaを挿入する場合、次に有声子

音が来なければならなし、。よって規則(5)は規則(4)とは別の規則(6)に改められなければ

ならないQ
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(6) r +mid l rー l~"T 寸
ゆ→1+centrall /1こみ|ーf+cωon制 aq
1 -tense 1/ 1 ~;T-~ 1 1 +voice 
V I L J 

規則 (6)は後で述べる弛緩母音化規則の次に適用されるべき規則であるが、規則(4)との

相異を説明する為、ここに書いた。 dogが [d08g] とならないのは /0/が弛緩母音化規則

により、低母音 /0/となる為である O 弛緩母音 /e/と/0/を比べると、アメリカで、は、

/ε/は低め中母音(lower-mid)であり、 /0/は中母音よりもむしろ高め低母音 (higher-low)

であるO

英語の一般的な規則として、有声子音の前の母音が、無声子音の前の母音より長く発音さ

れるのであるが、規則(6)と関連がある。しかし [bat]‘bat'と [b記・d]‘bad'に見られる

ような低母音の変化は規則(6)では起らず、 bαdは [ba8d]と発音されない。イギリス、

特にロンドンで、は、無声子音の前でも二重母音化し、 [ka8t]‘cat'とし、う発音がある O

Kurath (1964)によると、 SouthとSouthMidlandでは、 /a/は無声破裂音の前を除

いて二重母音化し、 [a8.......al] となる。

7) 手持
規則(7)により、 bag→ba'g.......baltg'bag'， haf→ha1f.......ha8f‘half'， æ~→がき.......æ8~ 'ashう

dans→dal ns.......da 8ns 'dance'となる。

/ぉ/を緊張母音/否/と同様に考え、規則(2)の二重母音化を適用し、/記i/とし、 /i/を

中舌化するという説も考えられるであろう。しかしこの説では、 fine([faSn--fa 8n])とfan

([fal n--faltn])が同じく発音されることになるので、妥当な説とは云えなL、。

/お/の次に無声破裂音の来る場合は、 [a] と発音され、 hat， back， capは [hat]， 

[bak]， [kap]である。規則としては、無声破裂音以外の要素の前で /a/が /a1__記3/

となると考えるのと、無声破裂音の前で/詑1.....，記3/が/a/となると考えるのと、どちらが

妥当であるうか。まず、無声破裂音以外の要素の前で /a/が /a1.....，詑3/となると考える

と、規則は次のようになる。

(8) 持

中将tra仲い]-1と:ZFanti
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無声破裂音の前で /a1__記3/が /a/になると考えると、規則(7)を適用してから次の規

則(9)が適用される。
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これらの規則から明らかなように、規則(7)と(9)は、規則(8)よりも妥当である。従って

bagは規則(7)だけが適用されて /balg--ba3g/となり、 hatは規則(7)と(9)が適用

されて

h記tW..h母 1t--ha3t包l.hatとなる130

規則(2)で/蚕/は/記i/となり、次の規則で/記i/が /ai/となる。

(10) r +low l 
1-back I I +~ea~s~ I→[ +cen甘alJ
v 

[aJは中舌低母音と呼ばれる一方、半前舌もしくは前中舌低母音と呼び、前舌であって中

舌に近いとする学者も少なくない2}O

[aIJは Southと SouthernMountainを除く地方では支配的であるヘ

規則(2)で/亙/は /au/となるが、 [av]は EasternNew England， Western Pennsyl-

vania， North West. Southwest Coastalで支配的であるo South と Southern Mountain 

を除くその他の地方、 New York， Middle At1atic， Central Midlandでは [av]が多く、

これらの地方では規則(10)を一緒にした次の規則(11)が適用される。

(11) r +low 1 
I +tense I→[ +central] 
v 

Southと SouthernMountainの一部では[記v]が聞かれ、次の規則(12)が適用される。

(12) i +low l 
I +back I I ~~:':--，，:I→[ +front] I +tense I 
v 

1) New EnglandとSouthで、 egg，leg等 /g/の前で [εJ] という発音が聞かれることがあるが、こ

れは /ε/が /g/の前で /e1/ になると考えた方が良く、上のように /ε/→/el/→/ε/と考えるのは

おかしい。

2)同じ音声記号でも発音の相異は方言差でかなりある。例えば [a]はKurath(1964)によると前舌も

しくは中舌低母音であり、 Leuteneggerは前中舌もしくは前舌低母音と呼び、 Thomasは中舌あるい

は前中舌低母音と呼んでいる。なお Gimson(1970)は母音の音声上の相異を分りやすく図に書いて

示している。参照されたし。

3) SouthとSouthernMountainでも [aI]とし、う発音はなく、規則(10)が適用され、 [ae， a~] が多

L 、。
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弛緩母音と弛緩母音化

緊張母音でない母音は、次の規則で弛緩母音となる O

(13) [uヤseJ→〔ーte吋

規則(13)はすべての弛緩母音に適用する。

/ii/→/iI/， /uu/→/uv/， /ei/→/el/， /OU/→/ov/， /亙i/→/al/，/亙u/→/av/，/i/→/1/， /U/ 

→/v/， /e/→/e/， /0/→/0/， /l/→/1/. 

中舌中母音には /3/と/-;，/があるが、規則(4)、(6)、(7)で/-;，/が挿入されるという

ことは、規則(13)で /3/が/-;，/になることではなし、。 /3/が[-;，]と発音される場合は強

勢 (stress)のない母音の為である。 これを規則 (13)で/五/が/-;，/になると考えると、

[m3m-;，，，，，，，m岳maa]‘murmur'のような発音はなくなり、 *[m会m-;，.......m'maa] とL、う発音にな

ってしまう。規則(13)は中舌中母音 /3/には適用出来ないのである O もし /3/を強勢母音

と考えずに緊張母音と考えると、規則(4)、(6)、(7)の挿入規則は、緊張母音を挿入する

ということになりおかしし、。よって、規則(4)、(6)、 (7)は上述の如く、弛緩母音挿入規

則とするべきである O 中舌中母音 [3]と[-;，]の基底表示は /3/でなければならないこと

はなく、/-;，/とし、強勢がある時は/-;，/が /3/になるとしても良いのであるが、他の母音

も合せて考えると /3/を基底表示にした方が良い。

規則(13)を適用する順序は方言によって異なる O 前に述べたが、規則(6)は非低母音の次

に/-;，/を挿入するから、 dogは /do-;，g/とはならず、規則(6)は規則(13)の次に適用きれ

るべきであるO又、ある地方では /r/の前の低母音を長母音にし、 [hOIS]‘hoarse'，[fmm] 

‘farm'であるが、非低母音は長母音にならず[fl-;'S]‘五erce'，[pv-;，]‘poor'， [ske-;，s]‘scarce' 

である O この規則も規則(6)と同じように規則(13)の次に適用されなければならなし、。しか

しある地方では horseは [ho-;，s]，doorは [do-;，]というように /0/を非低母音として規則

を適用し、 /r/を/-;，/にしているOこれは [0]をこの地方では中母音に発音しているとい

う訳ではなし、。規則(13)の前に非低母音の次の /r/を/-;，/にする規則を適用しているので

あるo つまり、基底表示 /or/に適用し、 /0-;'/とし、規則(13)で /0-;'/となるのである O

このように規則(13)は、ある地方ではある規則の前に適用され、ある地方ではその規則の次

に適用されるのであるO これらの規則については後でくわしく述べる。

Philadelphiaと Ohioの渓谷地方では、二重母音 [ov]，[er]が聞かれるO

(14) r +mid 1 
I +tense I→[ーtense]
v 

他のほとんどの地方は規則(14)は適用されず、 [kelm]‘came'，[rovd]‘road'と発音してい

る。
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アメリカの多くの地方、特に NewYork， North Central， North West， Southwest Coastal 

では、 mOU1・ningとmorning，hoarse と horse は同じく [mornIIJ"-'mO~nIlJ "-'mOmIIJ] ， [hors 

"-' ho~s......... hOIS]と発音され、基底表示 /mornilJ/， /hors/に規則(13)が適用されているO

一方、 NewEngland と South では以上の二つを区別して発音し、 [mo~nIIJ] ‘mourning' ，

[mO~nIlJ]‘morning'， [ho~s] ‘ hoarse' ， [ho~s] ‘ horse' である O このように区別する地方で

は基底表示を/ovr/</or/と /or/に考える。 /ovr/の語としては /movrnIlJ/‘mourning'，

/hovrs/‘hoarse'， /bovrd/‘board'， /flovr /‘floor'等があり、通常 [ovr]とは発音されないω

のであるが、アメリカ人に [moVrnIIJ]と発音しでも不思議に思わず、 mourningの意味に

取り、 [mornIlJ]は morningの意味に取る。これは [0]と [ov]によって意味の異なるこ

つの語が存在しない為であるo/ovr/の /v/は、後で述べる規則によって消去される O

mourningと morning，hoarseと horseが同じく [mornIIJ]， [hors] と発音される地

方、つまり、基底表示が/ovr/である地方は、 WesternPennsylvania， Southern Mountain， 

Central Midlandである。

緊張母音に強勢のない場合は弛緩母音になる O

(15) r -stress l 
I +tense I→[-tense] 
v 

規則(15)によって、 dogslilp→dるgSIIIp‘dogsleep'，br会d~ÎIt→bród~Ilt ‘ broadsheef ， dogtuv8 

→dogtvv8 'dogtooth'， katfuvd→katfvvd‘catfood'， pankeIk→pankeIk‘pancake'， htdeIk 

→hedeIk‘headache，' bandmeId→bandmeId‘bondmaid'， bovldfeIs→bovldfeIS‘boldface'， 

narov→narov‘narrow'， telefovn→telefovn‘telephone'， mamhovl→mamhovl 'manhole' と

なる O

消去と Schwa化

次の規則(16)は、特に EasternNew England， New York， South に適用される規則で

あり、 (a)(b)の順に適用されて、 /r/が消去されるか、 schwa [~]に発音されるかであ

るO

(16) 

+c∞on…lt巾t凶ωal[+vocalic 

-anterior 

併/[!弔問1] (a) 

時al]/[-~w] 
一一(約([+consonantal]) 

(b) 

4) /ov/の次の /r/が次の音節の最初の音素である場合、【ovJも聞かれる。従って、 gloryは [glorxJ

という発音に加えて [glovrIJもある。
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規則(16)が適用出来るのは語尾か子音の前であり、 laterαgooseや ora fewのように /r/

が語尾であっても次の語の語頭に母音が来る場合は適用きれなし、。規則(16)の(a)により、

m3rm:3r→m3m3‘murmur'， p3rv3rs→p3V3S‘perverse'， leIt3r→leIt3‘later'， b3rd→b3d‘bird' 

となる。規則(16)の(b)により、 fIrs→fIas市erce'，pvr→pva‘poor' ， skers→skeas‘scarce'， 

hovrs→hovas‘hoarse'， dovr→dova‘doorア

低母音 /kar/‘car'は [kaa]とはならなし、。もし (a)(b)を逆に (b)(a)の順で適用する

と、 /m3rm3r/，/bきrd/は [m3am3a]，[b3ad]となり、この地方にない発音を派生する O

New Englandと Southには [k記a] ‘care'，[st記az] 'stairs' という発音が聞かれる O

(16)の(b)の規則は/記/が低母音の為適用出来ないように見えるが、基底表示が /ker/，

/sterz/であるので、 (16)の(b)は適用出来る。

kεr→kea， sterz→steaz. 

(16)の(b)を適用後、 /e/が /a/の前で/記/になる O

強勢のない二重母音の 2番目の母音が消去されるO

(17) __ /r +mid 1 
内 /1ーヤsl-

pamkeIk→pankek， bondmeId→bondmed， narov→naro， manhovl→manhol.更に、規則

(15)で弛緩母音化された緊張母音にも規則(17)が適用され、 p会nkeIk→pankek，hedeIk→ 

hedek， bondmeId→bondmed， bovldfeIS→bov ldfEs， narov→naro， teldovn→teldon， manhovl 

manholとなるが、規則(17)が消去するのは中母音の次の高母音であり、 /11/，/vv /には適

用されなし、。

d6gtvv8→*d6gtv8， katfvvd→*katfvd， d6gs1IIp→*d6gshp， br6dぎIIt→*br6dsrt.6) 

前に NewYorkと Southでは [m3Ima]，[pav3IS] という発音が聞かれると述べたが、

/3/を緊張顎 β/とし、規則(2)を適用してから規則(日)の(a)と(町を適用すると

言rmヨr笠λm3Irm3IrQ生ιm3Im3I(17)→m3Im3
( 2) __ __________ (160)_ ____..c_ (17) 

p3rv3rs一一→p3Irv3Irs~一一→p3IV3IS~-+p3V3IS となる O

強勢のない母音は、後で述べるが、 /a/となり [m3Ima]，[pav3rs]と発音される O

dogtooth， cαゆod，dogsleep， broαdsheetを [d6gtu8]，[katfud]， [d6gs1ip]， [br6dsit] と

発音し、 food，seenを [fuvd]，[sirn]と発音する地方では、中母音の次の母音を消去するだ

けでなく、非低母音の次の母音を消去するという次の規則が必要である O

5) New Yorkの一部では [h::>;)s]‘hoarse，horse'， [d::>;)Jとし、う発音が聞かれる。前にも述べたが、こ

の地方では基底表示 /or/にこの規制を適用してから規則(13)で/0/を/::>/にする。

6) [d勾tv8]や [brod基It]のような発音がある地方で聞かれるかも知れないが、筆者には分らなし、。
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(18) __ /r一low 1 
V→ゆ/1ーキess卜

又、 dogtooth，food， dogsleep， seenを [dogtuO]，[fud] ， [dogs1ip]， [sin] と発音する地方

は、規則(2)の二重母音化規則を、高母音 /i/と/u/に適用しない地方である O

前にも触れたが、 /0/は中母音ではなく低母音であるので、 /01/の /1/は消去されない。

もし /0/を低め中母音に発音する地方があるとすれば、規則(18)で消去される母音と、消

去される母音の前の母音に [αback]の特徴を加えなければならないのである O

二重母音の 2番目の母音は、無声破裂音の前と /r，1/の前で消去される。

(19) r r -continuantll (司
Ir 寸 II -strident I I 

Vサ/¥-{jw \-~ L -voice J} 
， [ +vocalic] J (b) 

規則(19)の(a)により、 /el/が /e/になるのは、 Eastern New England， North Central， 

Southern Mountain， Central Midland， Northwest， Southwest Coastalであり、 [el]と発

音するのは NewYorkと Southであるo Western Pennsylvaniaでは [e]と [el]の両

方が聞かれる。規則(19)の(a)により、 welt→wet‘wait'， lelt→let‘late'， melpal→mepal 

‘maple'， elt→et‘ate'となるが、 /kels/‘case'，/rernl/‘rainy'等、無声破裂音が次に来てい

ない語には適用されない。

/ov/の /v/が規則(19)の(a)により消去される例は、特に MiddleAtlanticに見られ、

hovp→hop‘hope'， bovt→bot‘boat'となるO他に単母音 [0]に発音される地方は、 Eastern

New England， Northwest， Southwest Coastalであるが、 Middle Atlantic程ではなく、

たまに聞かれる。

前にも触れたが、緊張高母音が単母音 /i，u/となるか、二重母音 /il'"'-'II，uv'"'-'vu/とな

るかは地方によって異なるo Eastern New England， New York， North Centralでは二重

母音はほとんど聞かれず、 [dited]‘detail'，[k1in]‘clean'， [hjuj]‘h uge'， [gus]‘goose'で

ある O 他の地方は二重母音が聞かれ、規則(19)の (a)によって、特に MiddleAtlantic， 

Western Pennsylvania， Southern Mountain では lilk→lik ‘leak'，dIIte (1) 1→dite (1)1 

‘detail' となるが、 これらの地方では siIn→*sin‘seen'，grIIzI-惨なrizl‘greasy'，klirn→ 

*k1in‘clean'とはならなし、。

/uv/が無声破裂音の前で単母音になるのは、特に MiddleAtlanticに見られ、 stuvp→

stup‘stoop'， mjuvt→mjut‘mute'となる。

Northwest， Southwest Coastalにも規則(19)の(a)は適用されるが、 MiddleAtlantic程

ではなく、二重母音[iI， uv， el， ov]もかなり聞かれる。
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規則 (19)の (a)は次の語には適用されず、 avt→*at‘out'， kalt→*kat‘kite'， Ikspl:Jlt→ 

*Ikspbt‘exploit'とはならなし、。

アメリカの全地方にわたって、規則(19)の(b)により、 /r，1， '<)/の前の母音が消去される。

pid→pil‘peel'， tuvl→tul‘tool'， hovrs→hors‘hoarse'， hov'<)s→ho'<)s‘hoarse'， dov'<)→do'<)， 

自ov'<)→自0'<)‘自oor'，7>rovld→rold‘rolled'. しかしfail，hailが [felJ，[helJ と発音される地

方はほとんどないo

Northと NorthMidlandでは、 fireは[fa'<)]と発音される。これは規則(16)の(b)によ

り/r/が/'<)/となり、次の規則で /1/が消去される。

(20) 
V吋/[判

又、これらの地方では societyが [s'<)sa'<)tl]と発音され、規則(20)で /1/を消去し、次の規

則で /e/を/'<)/にする。

(21) 

[二事咋
fire， society， powerの音声表示を派生する過程は次のようになる。

faIrQ生むfal，<)(20) ..fa'<) 

(20) _ _ _ LL_(21) 
S;JSaretI一一→S;JSaetl一一"'s'<)sa'<)tI

(16b)___.._(20) 
pavr=-ー"paV'<)一一"pa'<)

これらの地方では /al/，/av/が/'<)/の前で単母音になると知られているが、これは音声表

示を見てのことであって、 [fa'<)Jと [s'<)sa'<)tI]は、以上述べたように同一規則によって/'<)/

になったのではない。

Middle Atlantic の地方にも、 /al/の /1/を消去して、

fireを [far]， whileを [hwalJと発音し、規則(20)を適用する所がある。

更に SouthernMountainと

West Midlandと WesternPennsylvaniaでは fireとfar，tireと

れ、[far]， [tar]である。これらの地方では fine，rightは[faln]，[ralt] 

tarは同じく発音さ

と二重母音に発音

規則(20)により /far/， /tar /となり、 /r/の前で低母音がされている。 /farrん/talr/は、

far， tarと同じ発音の [a]になったと考えられる。

/r/の前の低母音の範囲について、 Kurath(1964)は次のように書いているヘ

7) [ho~s. do~， flo~ ]は EasternN ew EnglandとSouthに聞かれる。 NewYork はむしろ [:>~J であ

る。

8) Kurath (p. 108)はここで、 /r/が消去され、母音が比較的長く発音されると述べている。
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In New England it ranges from low-front [a] to low-central [0]， in 

Metropolitan New York from low-central [0] to low-back [¥1]. In Virginia 

and South Carolina it is more 0妊enlow-back than low-central， and along 

Chesapeake Bay (Baltimore to Norfolk) it is sometimes rounded to [0] or 

a diphthong [¥10]. 

前に NewEnglandと Southでは /er/を[記;:)] と発音すると述べた。 fireは New

Englandでは[fal;:)]と発音され、 Southでは [fa;:)]と発音される為、 fireとfairは同じ

く発音されなし、。 Southでの fireとfairの派生過程は次のようになる。

falrQ型2...fam~型→ fa;:)

fer旦生L...fe;:)一一令fa;:)

もしこの地方に規則(16)が(b)が適用されないなら、規則(20)で /far/‘fire'，/far /‘fair' 

となり、低母音が /r/の前で同一発音になり fireとfairは同じく発音されるであろうが、

規則(16)の(b)が適用される為に同一発音とはならないのである。

規則(21)はアメリカのどの地方にも見られる英語の一般的な規則である。

m3rm3r→m3rm;:)r， m3m3→m3m;:)， p3rv玉rs→p;:)rv3rs，p3V3S→p;:)V3S， f6rest→I:>r;:)st‘forest'， 

naro→nar;:)‘narrow'， kalend3→k記landa‘calender'，telefon→td;:)fan‘telephone'， des=>let→ 

des;:)l;:)t‘desolate'， s=>saletl→saSaI;:)tl‘society'， s=>saetl→s;:)sa;:)tI. 

次の規則(22)は EasternVirginia， New York，カナダ国境沿いの NewEnglandと、

Michigan， Minnesotaに適用される。

間[す叫:手咋-[句作
規則(22)によって低母音が [a，3， A] と発音される O これら 3つの発音は、中舌中母音であ

る為自由変異が起っており、 Gimson(1970) と Kurath(1964)は[;:)]と [A]に発音され

るとし、 Thomasは [3]に発音されるとしている O

規則(22)により、 twals→tW;:)lS"-'tw AlS "-'抑制‘twice'，ralt→r;:)lt "-'r Alt"-'r3lt‘right'， saV{} 

→saV{}"-'SAV{}"-'S3V{}‘south'， avt→avt"-'Avt"-'3vt‘out'となる。 歴史的には、 [al，ω]は16

世紀と17世紀初めの発音であり、 17世紀後半から18世紀にかけて [AI，AV] となり、 18世紀

後半から [al，av]になっている。

規則(22)が適用出来ない語は、 houses， ride， nine， round等、次に有声子音が来る語であ

る9)。

9) New Yorkでは [3dJ‘oil'のように、 /';)1/が [31Jに発音されることがある。
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イギリス、特にロンドンでは、低母音のみならず高、中母音が、無声子音の前だけでな

く、語尾や有声子音の前でも中舌中母音化する。

plgiz‘please'， ~gÜ ‘shoe'， IArt‘fate'， hgrd‘hide'， bgrl‘boil'， hgVm‘home'， ngV‘now'. 

前に South と SouthernMountain を除く地方では [ar]が支配的であると述べた。

South Caro1inaの沿岸地方を除く Southと SouthernMountainでは /ar/は [ae:]もし

くは [a勺， /or/は [0勺と発音される。

問[本]→日什F]-

規則 (22)により、 narn→nae:n""-na"n‘nine'， sard→sae:d""-sa "d‘side'，tar→tae:'"'--ta" ‘tIe'， 
nalt→nae:t""-na "t‘night'， twars→twae:s'"'--twa "s‘twice' ，:)11→♂l‘oil'， norzr→noe:ZI‘noisy'と
なる O 規則(23)により /or/は /Og/ともなるのであるが、 [0つとし、う発音は知られてい
ない。又、 /ω/は、 /V/が後母音の為 [ae:，"，--ぷ]とならなし、。

South Carolinaの沿岸地方では規則(23)は適用されず、 nineは [narn]と発音されるが、

無声子音の前では[町]と発音される。["B]は中舌高め低母音である O

(24) ar→町/ー[-voice] 

規則(24)により、 night，twiceは [n"Blt]，[tw"Brs]と発音される。

Virginiaで無声子音の前では規則(23)が適用されず、次の規則により [gr]と発音される O

(25) ar→gr/ー[-voice] 

規則(25)により night，twiceは [ngrt]，[tWgrs] と発音されるが、その他の位置では規則

(23)が適用され、 nine， side， tieは [naen]，[saed]， [tae:]である。従って Virginia地方

では、規則(23)は次のように書き換えられなければならなし、。

間 [二事1421t]/[事]_fV:iCe]}

そり舌母音
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規則(27)により /3rん /gr/が/少/， /a../となる。 [31，a..]の発音は、 Middle At1antic， 

North Central， Western Pennsylvania， Southern Mountain， Central Midland， Northwest， 

Southwest Coastalに多く、前述の規則(16)の (a，b)の適用されなかった地方であるO

m3rmgr→m31ma..， parv3rs→pa..V3'S， letar→leta..‘later'， b3rd→b31d， letar a gus→leta.. a 
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gus‘later a goose'， ar a fju→~ a fju 'or a few'.lO) 

規則(27)は中舌中母音だけがそり舌母音になる為、次の語には適用されなし、。

flrs， pvr， skers， hors， dor， fa1r， flavr， far. 

畏母音化

(28) [][vocalic  |[+VOCalic! +vocalic 11 --， VU¥.-Qll¥.- _， _1 1 .1 --， VU~QlH'; ， 1 1 
1 + consonantall→1 - consonantall ~ ~~~;~~antalll + ~~~s~，nantall--+I ~ ~onsonantall 
L -anterior J L +long J 

規則(28)により、 /Vr/がー音節内の連続音の場合、母音が長母音となる O これは特に New

Yorkと Southに見られ hors→hOIS，flrs→fns， skers→skeIs， pvr→pVI， mornIIJ→mOInIIJ， 

barnjard→baInjmd‘barnyard'， farm→fmm‘farm' となるo New Yorkも Southも /r/

の前が低母音である場合は [fmm]のように長母音に発音するが、基底表示が低母音でない

語は規則(16)の(b)を適用し、 /r/を [aJ と発音する hoas(くhovas)，hoas (<hoas)， fIas， 

skeas， pvaも多く聞かれる。

Eastern N ew England の大部分の地方では、 hoarseは [hoas] であるが、 horse は

[hOISJであり、 [hoasJとし、う発音は聞かれなし、。この地方の長母音化規則は次のようにな

る。

(29) [叶主総nイ→[サgJ
この地方では、規則(16)の(b)が適用出来ない語は、必然的に規則(29)を適用する。つまり、

/wea'"'-'hwea/‘where'， /fIas/， /skeas/， /pva/， /moanIIJ/ 'mourning'， /hoas/ ‘hoarse'， 

/自oa/'floor/， /boad/‘board'の如く、非低母音の次の /r/は規則(16)の(b)により /a/と

なるが、 /mOInIIJ/‘morning'，/hOIS/‘horse'， /falm/‘farm'， /kalt/‘cart'のように、低母

音は規則(29)により長母音になる O

Eastern New England， New York， South以外の地方は、規則(16)の(b)を適用する所が

少なく、 [hors， hors， flrs， skers， farm， pvrJ と [Vr] の発音が支配的である O 又、規則

(16)の(b)，(28)， (29)を適用しない地方は hoarseと horse，mourningと morningの発音

を区別せず、 [or]か [or]と発音する地方でもあるO

アメリカの各地方による母音の相異を音韻規則によって述べてきたが、ほんの一部の母音

について述べたにすぎないのである O 音声上からの母音の数はイギリスで発音されているの

を含めると大変な数にのぼり、無数といっても良い程であるO 例えば /ω/の発音一つをと

っても、 [av，av， av， av， a:， æv， 記~， w， a， ev， ei， ey， ay，記J，f:J， GV，μ]と17種あり、

10) or が /~r/ となるのは， /or/ が規則(13) で /::Jr/ となり、強勢がない為規則(21) で /~r/ となる。
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もっとあるかも知れなし、。更に単母音 /3/には、中舌母音ではあるが、低め高母音から高

め低母音の聞のいろいろな発音が聞かれる。ある地方では大して相異のない [3]を発音し、

ある地方では高めと低めの [3]を語によって区別して発音する。

最後に、この論文ではイギリスの音韻規則こはほとんど触れなかった。アメリカの発音へ

のイギリス英語の影響を研究するのも興味あることであり、又、アメリカへの移住民の音韻

を調べるのも面向し、。BlackEnglishに対する研究論文もよく出ており、これも又、アメリ

カ英語を研究するには興味ある問題であるO
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